
　2月定例会が開会した。Ｈ22年度一般会計

当初予算1兆348億円のほか87議案を審議。

　市税収入は、景気悪化と減税実施分161億円分

が重なり、大幅減収で5,000億円を割り込んだ。

生活保護費など義務的経費が歳出を押し上げ

不足分は公債の発行。当初は減税によって

市債は発行しないとしていたにもかかわらず

減少していたが、河村市政になって大幅に

増加している。

臨財債120億円を増発。公債発行額は、

過去5年間は徹底した行財政改革によって

皆様、いつもありがとうございます。
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